
 

 

 

 

 

 

～ 作文『人権参観＆インターネットトラブル防止講座』 ～ 
授業参観及びインターネットトラブル防止講座の感想を紹介します。 
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・これからは、チクチク言葉ではなくフワフワ言葉をいっぱいつかっ

ていきたいと思いました友だちがいやな気もちにならないように、

やさしく友だちのことも思っていきたいとおもいます。【３年】 

・じしんなどがおきたら、でんきが止まったり色いろなものが止まっ

てしまうから、つぎから自分は、かばんにぼうさいグッズを入れて

おきたいです。じしんがおきたら、たすけをもとめる人がいるから、

その人をたすけようと思います。【３年】 

・インターネットトラブルぼうしこうざについて学びました。体育館にけいさつの人がけいたいやタブレ

ットのことについて来てくれました。「いかのおすし」ににた「あひルのおやコ」（けいたい、タブレッ

トのせつめいしょみたいなもの）のことを教えてくれました。けいさつの人が、ていねいにひとつひと

つ教えてくれました。わたしもお母さんのけいたいやパソコンをもっているので、気をつけようと思い

ました。インスタや SNSは、よく中どくせいがあると言われてやらなかったけど、じけんにまきこまれ

たりすることもあるんだなーと思いました。【４年】 

・私は、このお話を聞いて、今どきならではの問題で、私たちみたいな 

せけんでいう小さい子もしっかりこの問題とむきあっていかなければ 

なと思いました。警察の方が話をしていると、本当にしんこくな問題 

なんだ、この方は死者をふやしたくないんだとすごくわかりやすく伝 

えているんだと思いました。私は、この問題に向き合い、考えて使お 

うと思いました。【６年】 

・さいしょは、こわいイメージだったけど、あとからやさしくなって、 

やさしいなあとおもいました。それで、わたしもともだちにやさしくしたいなあと思いました【２年】 

・ぼくは、インターネットトラブル防止こうざをうけて、インターネット

はべんりだけど、きけんなんだなとあらためて思いました。その理由は、

インターネットでさぎなどのはんざいに使われることがあると知ったか

らです。実さいにインターネットでは、はんざいがおこなわれているし、

こわいなと思いました。ぼくは、スマホなどをもってないけど、これか

ら使うかもしれないので、気をつけたいなと思いました。【４年】 

・女の子にたべものをあげて、やさしいおにだなとおもいました。おには

やさしいおにもいるんだとおもいました。【２年】 

・トリセツで、なんか楽しくなった。もし、いらいらしたら見ます。そして、楽しいことを考えます。こ

れからは、このトリセツにつけたして、学校生活を楽しみます。そして、自分を大切にします。【ひなた】 

・これからは、ちゅういするとき、強く言いすぎず、はっきり言いたいです。あと、みんないやな思いを

させないのが大切だと思いました。【3年】 

・チクチク言葉やフワフワ言葉や相手にきちんとつたえられないことがあるから、気をつけなきゃだめだ

なと思いました。言い方をやさしくするのが大切だと思いました。【３年】 

・インターネットに関して、色んなトラブルがあったことを知れました。 

個人情報や友だちの知らない人がうつっている写真は、モザイクなどを 

かけるといいということを知れました。あとは、パスワードの使い回し 

をしない。私は、昔のスマホで使い回しをやってしまったことがあるの 

で、これからは使い回しをしないように心がけようと思いました。あと 

は、ちかんやひったくりにあわないように、歩きスマホはやめるという、 

自分の中での注意点ができました。【６年】 


